
報道関係各位
株式会社テレビマンユニオン／株式会社十勝毎日新聞社

　　　　文化庁メディア芸術祭　十勝帯広展
「メディア芸術の林間学校」開催決定のご案内

文化庁メディア芸術祭がついに屋外に！
森の草原、水辺といった多様な自然環境を有し、様々な動植物たちが息づく十勝千年の森を舞台に、
メディア芸術版野外フェスが開催されます。見て、聞いて、触って、走って、笑って、そして驚いてー。
秋の十勝の森に、ぜひメディア芸術を体験しにいらしてください。
よく遊び、よく遊ぶ。　ようこそ、世界でここだけの林間学校へ。

文化庁メディア芸術祭は、アート、エンターテインメント、アニメーション、マンガの４部門において
優れた作品を顕彰し、受賞作品の鑑賞機会を提供するメディア芸術の総合フェスティバルです。
「メディア芸術の林間学校」は、この受賞作品を紹介する展覧会として、2014年10月十勝帯広で開催
されます。山口情報芸術センター[YCAM]の10周年記念事業で大きな話題を集めた『スポーツタイムマ
シン』がついに完全屋外で展示されます。また、星空の下で行われるアニメーションの野外上映会、
HTB北海道テレビの藤村忠寿さんと嬉野雅道さんをお迎えしたトークイベントなども開催予定です。
展覧会の内容はこれからも順次アップデート、公式ＨＰ＆Facebook上でお知らせしてまいります。
ご期待ください！
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平成26年度文化庁メディア芸術祭十勝帯広展
メディア芸術の林間学校
プレスリリース　2014年8月1日

開 催 概 要

会期･･･2014年10月1日(水)～10月13日(月・祝) 　　　　　　　
会場･･･メイン会場：十勝千年の森 (北海道清水町羽帯南10線 )　
　　　　　11:00 - 17:00（期間中無休）　※10/4・5・11・12・13は野外上映会あり（17:30より）

　　　  サテライト会場：帯広市図書館 (帯広市西2条南14丁目3番地１)
　　　　　火〜金 10:00 - 20:00　土・日・祝 10:00 - 18:00　月曜休館
　　　  インフォメーションコーナー：帯広市役所（北海道帯広市西５条南７丁目１）
　　　　　平日 10:00 - 17:30　
観覧料･･･無料　※「メディア芸術の林間学校」の展示エリアのみ無料。
　　　　　　　　　　　　　展示エリア以外の場所へ入るには「十勝千年の森」の入場料が必要です。

公式Webサイト･･･http://www.mediaarts-tokachi.com（８月中旬オープン予定）

公式Facebook･･･https://www.facebook.com/mediaartstokachi
主催･･･文化庁　　後援･･･帯広市／帯広市教育委員会
運営･･･文化庁メディア芸術祭十勝帯広展事務局（株式会社テレビマンユニオン／株式会社十勝毎日新聞社）

文化庁メディア芸術祭十勝帯広展事務局（株式会社テレビマンユニオン事業推進部内）　担当：杉本友昭・田村孝史
E-mail：rinkan_tokachi@tvu.co.jp　Tel：03-6418-8400　Fax：03-6418-8742

速報!!

【本件に関するお問い合わせ】



クワクボ リョウタ

光源が備えられた鉄道模型が、床に並べられ
た日用品の間をゆっくりと移動しながらその
影を映しだす。部屋の壁や床、天井に映し出
されたモノの影は、電車から見ている風景の
ように移り変わりながら鑑賞者を包み込む。
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メ イ ン 会 場 ： 十 勝 千 年 の 森  の 上 映 ・ 展 示 作 品 （ 一 部 ）

スポーツタイムマシン
犬飼 博士／安藤 僚子

本作は、壁に投影される昔の記録と実際に
「かけっこ」できる装置で、「山口情報芸術
センター［YCAM］10周年記念祭」をきっか
けに誕生した世界で最初の“スポーツのタイ
ムマシン”である。

赤松 正行

この”美術館”は、パネルや立方体に描かれた絵
画を携帯端末をとおして鑑賞する。
近年一般的になってきたAR（拡張現実）技術
によって、私たちが見ている現実に新たな視
点と疑問を投げかける。

　十勝千年の森に設置されたスクリーンでの
　映像上映です。星降る夜空の下、野外上映を
　開催します。
　　　　　　　　　　　※17:30から上映(予定)
【上映作品】
「グスコーブドリの伝記」(杉井ギサブロー／2012年)

「おおかみこどもの雨と雪」(細田守／2012年)

「雲のむこう、約束の場所」(新海誠／2004年)

「千年女優」(今敏／2001年)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（予定）
　短編アニメーションセレクト
　「Airy Me」(久野遥子)　「かまくら」(水尻自子)

　「火要鎮」(大友克洋)　「rain town」(石田祐康)

　「つみきのいえ」(加藤久仁生)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（予定）

メディアインスタレーション

メディアインスタレーション

10番目の感傷（点・線・面）
メディアインスタレーション

もの みる うごく AR美術館 メ芸≪星空≫の映画祭
星空の下で観たい！スケールの大きな物語
　　　　　　　〜 十勝帯広スペシャルセレクション

©2013 Sports Time Machine

©2013 AKAMATSU Masayuki and ARART Project
 All Rights Reserved.

© クワクボ リョウタ

野外上映

野外展示
野外展示
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関 連 イ ベ ン ト

それで、メディア芸術って何なの？
【トークイベント】

今年、帯広で開催するメディア芸術祭十勝帯広展「メディア芸術の林間学校」。
メディア芸術祭とは“インタラクティブアート、映像、ゲーム、ウェブ、アニメーション、
マンガ作品等の優れたメディア芸術作品を顕彰し，発表の場と鑑賞の機会を提供する”
ものらしい。マンガ、アニメーションは何となく分かるけど、メディア芸術って･･･？
ん、ゲームやウェブもメディア芸術なの？そもそも、“メディア芸術”って何なのだろう･･･？
『水曜どうでしょう』の制作陣にして、文化庁芸術祭賞テレビ・ドラマ部門優秀賞受賞
作品『ミエルヒ』の藤村忠寿さん(演出)と嬉野雅道さん(企画・プロデュース)が、「作品
の見方、楽しみ方」から「メディア芸術とは何か？」という深遠な問いまで、メディア
芸術祭審査委員と一緒に考えてみるトークライブ！

開催日時：10月5日(日)午後
会　場：十勝千年の森
入場料：無料／定員制
　　　　　　※詳しい時間、応募方法は
　　　　　　　後日HPでお知らせします。

出演者：藤村忠寿(HTB北海道テレビ)　
　　　　嬉野雅道(HTB北海道テレビ) 
　　　　飯田和敏（ゲーム作家／
　　　　　デジタルハリウッド大学教授）
　　　　　　　※メディア芸術祭エンター
　　　　　　　　テインメント部門審査委員

藤村忠寿 嬉野雅道 飯田和敏

清水小学校メディア芸術大作戦！
〜みんなでつくる「ふしぎな木」のワークショップ〜

【ワークショップ】

清水町立清水小学校の生徒を対象に、事前ワークショップを開催しました。
十勝千年の森の奥に人知れずそびえる「ふしぎな木」という架空の樹木と、そこに住む
ふしぎな住人達がモチーフです。
生徒たち自身が森の住人に「変身！」する遊びを通して、最新のメディア芸術祭の受賞
作品でも使われることの多い映像手法と映像デザインについて学びました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※このワークショップは既に終了しています。　　

【開催日時】2014年7月24日（木）３・４校時
【開催場所】清水小学校
【講師】宮井勇気（映像デザイナー）
　

展覧会の内容はこれからも順次アップデート、
公式HP&Facebook上でお知らせしてまいります。ご期待ください！



会 場

メイン会場：十勝千年の森
北海道清水町羽帯南10線　TEL／0156-63-3000

サテライト会場：帯広市図書館
北海道帯広市西2条南14丁目3番地１　TEL／0155-22-4700

「この森を千年先の未来に遺す」ことをコン
セプトに運営されている「十勝千年の森」。
東京ドーム約６０個分の広さの誇る園内には、
多種多様な庭園が整えられ、馬や山羊などの
動物が飼育されています。
本展はこの「十勝千年の森」をメイン会場とし、
豊かな自然の中での展示を中心とします。
また、週末には屋外にスクリーンを設置し、
作品を野外上映します。
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文 化 庁 メ デ ィ ア 芸 術 祭 に つ い て

文化庁メディア芸術祭地方展

文化庁メディア芸術祭の受賞作品を中心に、インタラクティブアート、映像、ゲーム、
ウェブ、アニメーション、マンガ作品等を総合的に紹介する展覧会を地方で開催してい
ます。今年度は松山、十勝帯広、秋田で開催を予定しています。

文化庁メディア芸術祭はアート、エンターテインメント、アニメーション、マンガの4部門にお
いて優れた作品を顕彰するとともに、受賞作品の鑑賞機会を提供するメディア芸術の総合フェス
ティバルです。平成9年度（1997年）の開催以来、高い芸術性と創造性をもつ優れたメディア芸
術作品を顕彰し、受賞作品の展示・上映や、シンポジウム等の関連イベントを実施する受賞作品
展を開催しています。昨年度［第17回］は、過去最多となる世界84の国と地域から4,347点の作
品の応募があり、文化庁メディア芸術祭は国際的なフェスティバルへと成長を続けています。
また、文化庁では、メディア芸術の創造とその発展を図ることを目的に、文化庁メディア芸術祭
の受賞作品を国内外で広く紹介する多彩な事業を実施しています。海外・国内展開や創作活動
支援等の関連事業を通じ、次代を見据えたフェスティバルを目指しています。

JR帯広駅から車で約45分
とかち帯広空港から車で約60分

JR十勝清水駅からタクシーで15分
羽田空港-とかち帯広空港間 飛行機で約1時間35分

JR帯広駅南口から徒歩2分

平成25年度［第17回］文化庁メディア芸術祭受賞作品展


